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取扱 説明 書 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 


取 抽 説 明香 を よく お 大 み いた だ さき 、 内 容 を 十分 理 所 され た 上 で ご 使 用 くだ さい - 


9 改良 の た め 、 デ ザイ ン - 仕様 を 一 変更 し て いる 場合 が あり ます 。 ご 了 二 くだ さい 。 
9 無 思 の 字 抽 は 回 < 基 じ ま す 。 


ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 


の gi アロ ウラ ロリ ピク 6119「AFE6119」 を HH7 い ただ きま し で. 半 に あり と うど さい 3 


に 2 っ た 人 時 な よ き に いつ で も べら れる よう す (CU 

お 、 本 の で 人 用 は 109. 合用 0 分 
に つて たち や し を 5 由 する た ら 、 た を 
1 は を 人 とせ て 


チェ ッ ク ボ イン ト 
サド ル の 調節 
お 手入れ 方 法 


表示 メー ター の 旭 能 


表示 メー ター の 操作 方 法 


2 り ? プ セン サー 人 用 上 の は 
攻 隊 か な ? と 思う 前 に 


トレ ー ニ ング に つい て 


要 
全 
た 
き 
お 3 
4 
き 
て 
回 
な 
だ 
| 
と 


人 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を 意 る と 大 変 居 険 で す ! 


家 居 で 行う トレ ー ニ ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注 訪 で 大 き な 事故 に つなが り ま す 。 

本 書 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 克 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 
お 客 様 の 不 注 訪 に よる いか な る 事故 も 、 弊社 と し まし て は 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 
くだ さい 。 


人 床 面 保護 に つい て 


必ず 床 面 保護 マッ ト を 敷く 
人 用 中 および 肌 語 の 駒の 陣 に は 
を チ る マッ ト な ど を いて くだ 
で い - 基 村 の 上 で 朗 必 和風 を し た 
画材 所 (生化 ニル 再々 ど ) に 
よっ て は 床 須 名 する 合 が あり 
( 休 せ で は 才 マ ッ ト を 腕 し て お りす) 


安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


取 反 明 書 の 客 告 及び 注意 内 笠 は 、 危 険 の 度 全 に よっ て 次 の 2 邊 階 に 分 け て いま す 。 
表記 され て いる 内 容 を よく 理解 し て いた だ さ 、 取 知明 章 に し た が っ た 合用 法 で 点 松 ・ 軍 動 を 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 選 や 重信 | 記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 経 人 を 負っ 
を 負う 如 能 性 が ある も の を 示し ます 。 衝 換 窒 を 受け る お それ の ある こと を 示し 


Wemicsczpg い で くだ st ⑩ 2 を usue<zsee。 
朱 に し た が っ て くだ さい 。 "を し て くだ さい 。 


本 秋 記 吉 の 千 千 及び 注意 事項 を 館 守 され ず に 重用 され て 生じ た 、 い か な る 事故 に つき まし て も 、 
革 福 と し まし て は 一 切り 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 

また 、 本 圭 唱 の 千 及び 注意 項 に 硫 当 する と 思わ れる 場合 は 本 製品 の 立 及び 使用 は せ ず 、 
た だ ち に 邊 社 カス タマ ー サ ービス 琴 へ 問い 合わ せく だ さい 、 


@ 各 ペー ジ に は 安全 に ど 使用 いた だ く た め の 注意 点 も 表記 し て お り ま す 。 よく お 読み いた だ き 、 記載 し て 
いる 内 容 を 十分 ご 理解 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 


警告 ・ 注 意 事項 
使用 前 の 警告 ・ 注 意 事項 


二宮 は 衣 護 用 の 自転 車 エ ル ゴ メ ー タ ー (フィ ッ ト ネ 
スバ イク ) で す 、 学 校 ス ポー ツジ ム ・ 池 過 な ど 、 不 
特定 多数 の 方 に よる 重用 は し な いで くだ さい 。 
また 、 達生 以 外 の 目的 で は 徒 月 し な いで くだ さい 。 

人 本 較 は 日 本国 窟 で の みお 使い くだ さい 

人 本 較 員 は 邊 康 の 維持 ・ 電 着 を 下 的 と し た 製品 で お り 
共 な を 対象 と し て いま す 。 

次 に 該 引 する 方 は 本 を 人 記し な いで くだ さい 。 
9 人 用 を 不 当 と 隊 た 方 

に する 方 は みず 人 に 机上 、 で 使用 くだ さい 
9 の 人 を 滞 け て いる 方 や 、 和 に 人 の を 

じ て い る か 

9 RI 家 の な る 
6 后 し て いる 、 ま た は 四 二 の い の ある 
9 の を る 


ペー ス メ ー カ ー な どの 人 札所 を 人 
用 し て いる な 

9 を お 持ち の 方 

9 EE の 

9 (区 な どの 人 作り お る 

HrOT の そめ 


リウ マチ 、 人 佐和 内 な どの 

6 の 本や 放 傘 な と に より 和 に 拓 常 の ある 方 や 
が 店 な っ て いる 

9 (上 本 ヘ ル ニア 、 人 栓 す べ リ 主人 人 9 
な ど ) の ある 

時 、 き 、 手 に し ぴ れ の る る 

る pk りゅう な どの 人 の 行 や 人 丘 た だ の ある 

9 リハビリテーション 上 で 人 用 され る 方 

上 上 外 に 身 休 明 を 感じ て いる と 

0 小生 以 下 及び 1 人 で の 較 重 に 不 空 を じ で いる 方 、 
他 者 か ら 見 て そう 感じ られ る 万 使用 され る 場合 
また は り ハ ビリ テー ショ ン ザ 目的 で 使用 され る は 、 
人 ( 巡 者 ) の 方 の 介 洛 え の 上 、 で 生 己 くだ で! 
また 、 小 さか お 了 皇 や ペッ ト の いる 泌 で の 軍人 
は お や めく だ さい 

本 の 全休 は 最大 1 20 kd で 3 
休 塞 が 120 k を 夏 え る 方 は ご 人 用 は し な いで くだ 
さい . ご 人 用 中 、 所 損する お それ が ちり 、 
生計 を 引き 起こ す 誠に な り ます 。 

本 補語 の 琉 使 用 時 紅 は 最大 ミ 0 分 で す 。 

3 分 を 店 え る 運 結 作動 は お や めく だ さい 。 ま 
ご 人 1 時 は 本 操 を 休ま せ て くだ さい 。 
革 呈 の に な り ます 。 

(9 ご 生前 に は 者 度 、 各部 部品 が 完全 に 定 され て 
いる こと を 必ず ご 深 認 くだ さい 、 ポ ルト ・ ナ ッ ト が 
秋 ん で いる と 位 有 中 に 部 史 れ た りす る こと も あ 
り 、 下 大 な 草 放 を 誤 で す お それ が あり ます 。 

@ ご 委 用 部 に 、 サ ドル 殿 び ハン ドル 到 人 分 が し っ か 
り リ 同定 され て お り 、 連動 し や すい よう に 詩 押 さ れ て 
いる こと を ご 麻衣 くだ さい 。 


) が 10.CM 下 、35 て 以上 の 状態 で は 合用 に な 
らち な いで くだ さい 表示 メー ター が 正和 に 表示 し な て 
な る お それ が あり 、 世 な どの 人 も 早め ます 。 

⑲ この 了 t 昌 友人 半 は 、 大 切 保 深 さ れ ま す 
よう お 願い し ます . 弥 失 され た 場合 、 抽 人 行 は お 補 
けし か ね る こと が あり ます 。 


組立 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


9 を 間 に わた り で 合い た だ くだ ため 、 ポ ルト 
の 坦 を り 、 全 パリ な どの 和 有 押 、 宇 や ひび 制 れ な 
どの な いこ と を で 確 護 くだ さい ・ 

人 の [彰人 用 時 生 」 に ポル ト ・ ナ 
ッ ト ・ バ イブ 時 分 に 手 、 導 な ど を 兵 ま れ な い 
よう に ご 注 息 くだ さい 。 また 、 を 人 計る マッ 
ト な ど を め ず 秒 い て くだ さい ・ 

人 た め 、 糧 の は 必 了 還 地 など を 着用 し て 、 
大 人 2 人 以上 で 行っ て くだ さい 

本 表 品 を 玖 造 、 も し く は 科 加 及び 部品 を 取り 外し た 
で 和 用 され た 場合 、 還 な 環 を 起 と す お それ 
が あり ます の で 交 装 に し な いで くだ さい 


人 居民 は 分 に 広い 人 を 理 人 し 、 を 到 く な 
と し て 表具 な ど に キズ が か 付 お な いよ う 、 で 注 間 
くだ さい 、 

0 衝 、 カ ッ ター ナイ フ な どの 巡 和 や 工 を 人 
用 る 光生 は 、 到 り 思い に 二分 ご 注意 くだ さい 。 

の 季 せ Wic は 者 品 が 人 て 揃っ て いる と と を で 克 く だ 
で さい 。 も し 沸 っ て いな い 貼 に は お 手数 で すわ 只 
カス タマ ー サ ービス 大 まで で 吉 格 くだ さい 。 

9 和 了 人 、 本 人 に 大 まき な グ ラ つ き や ガ タ つ き が な 
いと と を めで 確 凌 く だ さい 


使用 中 の 警告 ・ 注 意 事項 


0 へ の きき 込 み を 訪 ぐ な の 、 天 中 は 身体 の | 
イズ に 人 っ た 骨 和 を 革 用 し (めった り と 全 夫 の あ 
り 拓 き る 宮 は 着け て くだ さい ) 、 フー ド 付き パー カー 
の 0 も や 放 も な ど は 拓く 結ん で お いて くだ さい 
また 、 手 、 指 の た どの きみ に で 注意 くだ 
EN 
S 反 ・ 昌 下 - ス トッ キン グ で 本 を 使用 に な る 
の は 作 で す の で や めく だ さい 。 みす ゴム 誠 の 運 
(ラン ニン グ シ ュー ズ 、 ト レー ニン グ シ ュー 
ズ ) を 五 いて で 合用 くだ さい 凍 和 を 大 か ず に 之 
全 さ れ た 場合 、 ペ ダル の 小 め で 到 遇 を 仙 め た 
り 、 ペ ダル と クラ ンク の 障 肝 な ど に 邊 の 放 を 大き 込 
お な ど わ 届 の 所 四 と な り ます 


過半 ・ 較 


が TE お PT 


涯 刀 ・ 昌 


mA 江守 と NO の 人 を S 員 


警告 ・ 注 意 事項 


更 時 する 際 に ハン ドル に も た れ か か っ た り 、 使 中 
に に 済 し く ゆ チタ 潤 、 ま た 記 の 人 が 全 
及び 役員 を 提 し た り 引 いた りす る 行 は 安全 
を 摘 な い 重大 な 和 を 走 こ す お それ が あり ます の 
で 区 し て し な いで くだ さい 

Q 上 が っ た まま で の ペダ リン グ や な が 左 に 導 し 
く 舞 れ る ほど アン パラ ンズ な ペダ リン グ は や めく だ 
さい 拓 な 行事 や の 也 固 と な り ます 。 

He は みず ハン ドル を 握っ て くだ さい 。 

① 中 の タラ ンタ (ペダ ル 回 部) や ホイ ー ル に 
決し て 直 拉 欠 ね な いで くだ さい また 本体 カバー 
を 外し た 状 で は 全 用 し な いで くだ さい 名所 
きき 込ま れ 重大 を 中 と す お それ が あり 天天 
中 で す 。 

① ピン や ボー ル ペ ン 、 吉 品 な ど を ボ ポケット に 入れ た り 、 
に 着け た まま で の 軍馬 失 和 に し な いで くだ さい 、 

③ を 計 や など の 代 ね り に 人 し た いで く 

だ さい 

① 本 最上 は 1 人 用 で す 。 同時 に フラ 人 以上 で 使用 し な い 
で くだ さい 。 

S 人 中 ・ 人 中 以外 で も 本 人 部 の 動 近 た 
と を 入れ た り し な いで くだ さい . 

G 令 の た め 信 電光 の 運動 は 所 け て くだ さい 、 ま た 、 
失明 を し た が ら や 、 人 生ま し な いで 
くだ さい 

0 人 有人 に は 分 な 人 動 を 行い 身体 を ほぐし て 
くだ さい 。 ま た 軍 和 も 同 に 体 を ほぐし て くだ 
さい 、 寺 欄 ト レー ニン グ さ れ ます と 失 な ど に 損 人 
を 太 チ 大 に な り ま す 。 

0 は 少し れ る 得度 の を 日 続 し て 行う 
な 委 く 、 押 な 運 は 府 を 作 お る ば かり か 
人 果 も ゆな く な り ま す 。 

人 次 の よう な 症 湊 が 出 た と き は 、 運動 を 中 止 し て くだ 
さい ・ (めまい 、 ふ ら つ き 、 冷 や 上 匠 、 失 
、 間 中 、 心 の 穫れ 、 動 和 。 有 の 圧 、 け いれ 
ん 、 暴 ・ 事 の 夫 み 、 交 折 、 そ の 他 員 の 且 

全 叶 き の 方 は 小さ な お 了 層 が を 送 貞 と し て 全 
用 し な いよ う 十分 注意 くだ さい 。 

の 部 を 請 巡 する と き に は 手 泊 な ど を 換 ま な いよ うど 
基く だ さい 、 

く 太原 四 と な り ま す の で 、 家 示 メ ー タ ー や 
本 件 カバード 審 り 水 か っ た り 、 を 揚 け た リ し な い 
で くだ さい 。 


本 生み ず 評 内 で ご 使用 くだ さい 。 治 室 な ど 腕 
の 多い 場所 や 屋外 、 信 井 、 ペ ラン ダ 、 誕 下 な どの チ 
リ や ほこ り 、 応 、 ペ ッ ト の 万 な ど が 赤い 場所 名 
内 の 近く で は 各 用 し な いで くだ さい 。 サビ や 信 み 、 

導 較 の 原 周 に な り ま す 。 
本 較 は し っ か り と し た 水平 な 座 の 上 に 設 室 し 、 
中層 上 の 上 生保 和 の 隅 に も 必ず 床 画 を 人 

マッ いて くだ きい 。 直 本 床 村 の 

や 革 を し た 電信 ( 提 化 ビニ ル 抽 た 
っ で は する る お を り ま チ 。 
5 いで くだ さい 。 四宮 人 
を (では 用 マッ ト 9 沈 し て あり ミリ リ 


人 に 上 人 を 邊 や 往 に ぶつ け な い よう 、 広 い 場所 
で お 使い くだ さい 。 


お 手入れ ・ 保 管 の 注意 事項 


0 衝 電 所 は 本 了 品 で つま すか な い 電 所 に 者 き 、 特 に 
ぶさ い お 子 欄 が 問 手 に 衣 る こと の な いよ う 、 記 要 に 
友 じ て 表 各 な ど を 放し て くだ さい 。 
また 、 下 中 日 光 当 た る 志和 や 光電 所 | 
総 し な いで くだ さい 。 
サビ や 人 ・ 私 了 ・ 部 化 の 原因 に な り ま す 。 

く 特に 注意 いた だ きた い 内 容 を ラベ ル に し て 本 体 に 
計っ て いま す 。 ラ ベル を は が し た り 、 キ ズ つ けた ! 
し な いで くだ さい 。 

中 村 折 の 介入 外 の 方 が 本 を 放し た 
り 造 修二 は し な いで くだ さい 弄り 
四 に な り ます 

が さい お 子 科 や 上 明和 告 ラベル の 内 な 
衣 で き な い 方 が お 一 人 で 本 に 際 ね 、 使 放し な い 
よう に 分 ご 注 く だ さい 。 

の 原因 に た り ます 。 

太一 、 政 玉 そ の 他 の トラ ブル が 先生 し た 場合 に は 、 
お 手数 で も 欠 社 カス タマ ー サ ービス 足 ま で 
だ さい 。 

人 人 代 の 導 に も 必ず 、 床 を 人 際 す る マッ ト 
な ど を 奴 い て くだ さい 

亜 呈 を 兵 期 に わたり ご 使用 いた だ く た 9、 定 期 
釣人 に 汚れ な ど を 拭き と っ て くだ さい 。 また 、 流れ 
が 落ち な い 遇 合 は 、 中 條 衝 剤 の うす め 注 で 社 き と 
っ て くだ さい 、 

本 避 品 は 、 各 部 に 引用 を 使用 し て いま す の で シン 
の き い 電 衣 で おま 入 れ は お や めく 
だ さい 。 

拓 還 ご 全 用 に な られ ます と 、 サ ビ や 麻 衝 に より 
部 な どの 狗 化 が 引 こ る 場合 が あり ます 。 
買上げ 日 より 1 年 間 を 通 た 製品 、 央 入 日 が 導 
社 に て 確 雇 で き な い 曲名 仙 に て 点検 サー ビス 
を 行っ て お り ま す の で 、 押 社 カス タマ ー サ ービス 
放 ま で 揚陸 く だ さい 。 

人 @ 長期 間 保 管 され 再び 使用 され る 電 合 は 、 本 書 の 記 
還 天 を 区 の うえ ご 使用 くだ さい 。 
また 、 長 則 合 当 さ れ な く と も 、 演 切れ 及び サビ 
の 玩 生 な ど が 予想 され ます の で 、 太 書 の 記 人 項 
を 攻 し 、 只 常 が な いと と を 確か め て か ら ど 全 用 
くだ さい 。 

保護 の た め 、 誠 宮 す る 場合 は 各自 洛 体 の 取り 
溢 め に し た が っ て くだ さい 。 


居合 用 は 


警告 ・ 注 意 事項 
電源 の 警告 事項 


は AC100V (50/6 0H) 人 を 便 用 し ます ー 


の ごみ ナ 、AC/DC ア ダブ タ ー を コン セン ト 
から 地 い て くだ さい 

0 全 し な いと き や 、 秋 が 只 り 呈し た と き に は 、AC/ 
PC アダ プター を コン セン ト か 5 茶 いて くだ さい 
や 、 地下 の 名 に な り ま チ 。 

本 時 層 の 再 朋 AC/DC ア ダブ タ ー 以 外 を 人 し 
な いで くだ さい 、 放 陣 や 、 感 ・ 党 ・ 先 の 
な リ ます 

① コン セント か ら AC/DC ア ダブ ター を 邊 差し する 
と に は 、 深 れ な 手 で 粘っ た り 、 電 洒 コ ー ド を 引っ 
っ た り し な いで くだ さい 
また 、 池 コー ド や ブラ ググ が 舞 ん だ り 、 プ ラグ の 
し 込み な 笠 ん だ 次 馬 の まま で の だ 人 用 は し な いで く 
だ さい 放 や 、 境 ・ 湯 ・ 負 火 の 奈 因 に な り ま 
| 

① 全品 の 人 作 和 の 況 に は 、AC7DC 
アダ ブタ ー の コー ド の 上 に 和 和 や 本 
いよ うに など 注 各 く だ さい 記 巡 や 
ト ) ・ 発 の な なり 

Q “の 本 AC/DC ア タダ プ ター の コー ド を アダ ブタ ー 
本 や 人 な ど に 侍 く きき 付け た リ し な いで く 
だ さい - 導 上 や 生 ( シ ョ ー ト ) ・ 半 に な 
た 


過半 ・ 較 


も が TE や お 


央 人 ・ 昌 


mA 江 ど 9 の を S 再 


警告 ・ 注 意 事項 


子ども に 肝 ら せな い 
小さ な お 上 が 本 を 人 上 
と し て 重用 し た いよ う 雪 で 
間 だ さい 


小さ な お 子 様 や ペッ ト の 


いる 場所 で 使用 し な い 
人 中 以 外 も 本 人 内 部 な どの 
区 分 に 拉 な ど 入 れ た リ 
せれ ま た 物 や 特に 和 和 
旧 な と 、 了 提 時 の 内 容 を 
理 WW で き な い 方 を に 
づけ な いよ うに 十分 ご 注意 く 
だ さい 


マッ ト の 上 に 設置 する 

製 洒 区 が し っ か り と 
し た 半 な 床 の 上 に 務 司 し 、 
人 中 肥 び 操 の 移動 
の 限 に も 必ず を 人 計 す る 


マッ ト な ど を 散 い て くだ さい 。 
拉 、 閑 対 の 上 で 人 用 
を し た 井 、 計 の 村 ( 和 人 
ビニ リル 家 な の に よっ て は 赤村 
が 人 す る 中 全 が あり ます 
(で は 放 マ ッ ト を 重 語 し 
て お り ます ) 


ハン ドル ・ サ ドル の 必ず ハン ドル を 掘り 、 

国定 確認 を 行う サド ル に 上 腰かけ る 

サド ル 還 部 及 び ハ ンド ル 取 立ち 上 が っ た まま の ペダ リン グ 本 体 が た 

人 部分 な ど が し っ か り と 還 定 右 に 掲 れ る ほど の アン バラ ンス な ペダ リ 

さて いる こと を で 確認 くだ ング は お や めく だ さい 通 拓 な 走行 は 軍 

ENA や 陣 の 誠 還 と な り を す 。 

N 専用 アダ プター 以外 

は 接続 し な い 。 
国司 の 専 必 AC/DC 


巻き 込み 注意 

きき 込み を 99 ぐ た め 、 生 価 の 
サイ ズ に 人 っ た 運用 
フー ド 付 き パ ー カ ー の ひも 
や ひ も な ど は 爆 く 結ん で 
いて くだ きい 

また 手短 や 生 の 所 な どの 
きみ に ご 肖 くだ さい 


アダ プター 上 外 を 使用 し な い 
で < だ さい 、 吾 混 、 
発 の 更 に な り ま 


| ア テア ター コー 


裸足 * 靴 下 ・ ス トッ キン グ 
で 使用 し な い 

必ず 必 を 間 い て 全局 し て 
ださい. 軍隊 を 屋 か お ず に 運 
還 さ れ た 場合 、 ベ ダル の 潮 り 
上 めで 昌信 め た り 、 ペ ダ 
ル と クウ ンク の 除 雇 た ど に 足 
の 沸き ま 込 む な ど 奈 わ 事 
の 四 と な り ます 


移動 は マッ ト の 上 で 
本 は 、 キ ャ スタ ー で 和 和 本 
能 で すか 、 和 動 の 弄 は ハン ド 
ル な ど が グラ つい て いな いか 
和 匠 し 、 体 ハン ドル を 補 
キャ スタ ー に よっ て 中 を 備 つ 
け な いよ うに 訂 画 を 人 請 す る 
マッ ト な ど を 前 で 、 そ の 上 を 移 
馬 さ せ て くだ さい 


各部 の 名 称 部 材 及び 付属 品 


吉 を 出 け ま し た 5 組み立て を 行う 前 に 、 
和合 が 導 っ て いる と と を で 本 供 く だ さい 。 


タプ レッ トト レー 


コ (し 上 レー ステ イ ) 
守 宮 一 トレー ステ イネ 
WTN2G1 

メー ター ステ イ 

ハン ドス デイ 

メー ター 委 付 ネジ 

4 本 

人 WEMLU 


e 


N | | ルン wtー 
1 人 EMLCS カ 
スペ ー サ ー 


と バン フフ 
人 WRC の 


メー ター コー ド 
本 休 コ ー ド 


ハン ドル ポス ト 到 付 が ルト 
- マ 4 本 


Py プ Z4 


サイ ドキ ャ ッ プ 


アジ ャ スタ ー 


ロ 汗 基 | ロ ” 


ACIDc ア タプ ター 1 価 


ポポ ルト 
ジー 

pyzrー | wrtAgrok | タッ th 
サト 4 本 | レース テイ 1 組 


人 を 保 陣 する マッ ト な ど を 久 い て くだ さい 。 きた 、 社 で は 床 硬 を 保 隊 する エク サザ イズ フロ アマ ッ ト ( 宮 マ ウト ) 
を 和夫 し て お り ます の で 、 お 買い 上 げ いた だ いた 了 店 また は 交社 カス タマ ー サ ービス 到 ま で な 隅 い 合 わせ くだ さい 


Es 


組立 手順 orameemyavo ト scoreitmickulizrrc く st 


軍手 な ど を 着用 し 、 大 人 人 以上 で 粗 み 立て て くだ さい 、 各 所 の 得 立 は 挫 で 引 め る 下 度 に 全 め し 、 全 て 作 灯 
お ね っ た 衝 、 付 司 の 工 具 な ど を 使っ て 、 し っ か り 増 し 締め し て くだ さい 。 


ーーー へ NN 


リア レッ グ - 


キャ エスター が 人 いて いる レッ ク が 
フロ ント レッ グ に な り ま | 
レッ グ m 人 ポル トーーーー、 


アジ ャ スタ ー 


時 に 0 ベルト を また ペ の レベル トド は し の おる り ま す の で ベタ ルウ し の | 

合わ せ て 攻 り 仁 け て くだ さい 、 

回 ベタ ダリル を 本 人 クラ ンク 上り 付け ま . べ ダル に は 、 べ 回 走 ル ト の 千 に し ・R の 表示 が あり ます の で 、 
は へ 、(R) は 人 へ 、 同 邊 えな いよ うり 付け て くだ さい 。 


べり で いま お 

く ので な に し て 和 

四 り 介し て くだ さい 右 (R) ペ タ は に | 
WV てく ES 

ルト を 池 に 還 きれ ます 

2 し て mWS な な か あり 


ペダ ル 固 定 ボ ルト は 、 付 属 の 工具 で 
強く 締め て くだ さい 。 


wooyyoashcgr / 
4 トイ 1 
雪 


Ns の ww 国 呈 


組立 手順 az っ smemmzesoteEo FrgrRugrrrc く ft い ) 


サド ル を り ド ルポ スト の サド ルズ テイ に 各 せ ナッ ト エ ワッ シャ ー(3 電 ) で 軸 し ます 
(サド ル 位 置 は スラ イド ノ プ を 吉 め る と 、 和 條 に 有 部 で さき ます) 


づ サド ル を 匠 り 付け た サド ル ボス ト を 本 人 に 年 込 み 、 サ ドル の 放さ を 合わ せ 、 サル ノブ で 還 定 し ます 。 


vw ーー で ーー の 


ッ PlX テ ィ ーーーー ト 
= 


スラ イド ノブ 1 
ワッシャー 
チット 


サポ スト 


八重 

サド ル を 画定 する ナッ ト は 経 み 
に くい 瑞 必 入り ナッ ト の た め 、 
箇 め て いく 人 中 で 本 く な リ ま す 
が 、 そ の まま 工 座 で 量化 まで 
し つり と 条 め つけ て くだ さい 


ハン ドル ポス ト か ら 出 そい る メー ター コー ド を 本 休 | | 本 休 に ハン ドル ポス ト を 症 し 込み 、 ハ ンド ルポ スト 取付 
コー ド に し ます ポルト (4 本) で 回 を し ます - 


條 き 電 


5 ヨード 和 を は まな いよ う 人 
だ 
E ョ コー ド な 条 巡 する と 表示 メー 
ター 介し な く な り ます ター が 介し な く な り ます 
バン Ra ス ト バン Ru スト 
コネ クター は 「 カ チッ 」 と が バン RW 
する まで 、 し っ か り た と 接続 し て ト 
ター 


EEEH 


軸 


組立 手順 (wezoyeusc zememmrssytceokc.mtmcRuNayrGAe) 


6 ハン ドル を 取り 付け ます 


ハン ドル 側 の 宮 た 、 ハ ンド ル メ テ イ 手の内 を 合わ せ て 、 パ ンド ルル ステ イ に は さ み 込 み 、 ハ ンド ルカ バー を 示せ て か ち 
バン ドル ノ ス スペーサー で し っ か り た 回 定 し て くだ さい 


バン ドル な パー は 
倍 く 者 し 込ん で 
WCEtx 中 に ハン ドル が 動か な いよ うに 
バン ドル カバ ー (っ か り と 財 定 し て くだ さい > 


7 表示 メー ター を 取り 付け ます 

ES 
@ 回 タブ レッ トト レー を トレ ー ス テイ に 差し 込ん で か ら 、 表 示 メー ター 裏 に トレ ー ス テイ 取付 ネジ (4 で 国定 し ます 。 
グン ーー トキ ラク に 2 


バン ドル 】 
ポス ト 


お AC/DC ア ダ プ ター を 接続 し ます 


回 Acrpc ア タフ ター の フラ タ を 福生 0 ンド ルポ スト 
5 ジャック に し 込み ます 


方 立 了 條 メータ ー が 人 し な い 場合 は 、 組 承 4、7、8 の コー ド の 深 続 を ご 二 区 くだ さい 。 


チェ ッ ク ボ イン ト ・ サ ドル の 調節 ・ お 手入れ 方 


エッ クイ = バン ドル や サド 7 ルビ グラ ラ き な ど ほ あり ませ 57 ーー ーーー ゴ 
ー P7ーP9「 吉 手相 1 一 8」 を 地 の 」、 工 其 で 上 人 1 部 を し っ か り 締め て くだ さい 

チエック = ペル は スム ー ズ に 回 転じ ます が て 
P7「 手 民 2」 を 則 の 上 、 ペ ダル 国定 ポル ト を 工 i で 人 妥 を し っ か り め て くだ さい 。 
べ 多 同 下 ポル ト が 李 い た 再発 生 す る と と が あり ます 
※ べ タル を 回 と 、 本 休部 の ホイ ー ル 回 本 し 、 少 な か ら ず ホイ ー ル の 回 転調 と マグネット の 引 カ 
に よる 小さ な が 犯し ます か 、 辿 で は ど ざ いま せん 。 


= 和 有 コ ー ド の 拓馬 は 敵 東 え で いま せ た か す 


四 サ ドル の 調節 

バイ ク に まっ すぐ に 訂 り べ 名 ん が 一 番 の 人 還 の と き に 足り 昔 中 が ペダ ル 画 に 大 を 、 そ の 央 に ひざ が く 上 が る 
BMW し ください. 

サド し 65H920mm (10 了 箕 用 ノ サド ル 前 和 李 50mm 


IS 
サド ル 下 の スラ イド ノブ を 媛 め 、 
サド ル 和 位置 の 生生 を 行い ます 


27EE| 
サド ルポ スト 下 の サ ドル 
ノブ を 二 め て 手引 ま 、 
ケド ルポ スト の 穴 に 合わ 
| を て サド ル 高 さ の 泊 和 を 
行い ます 


サク プ 


人 は 、 ス ライ ド ノ プ ・ サ ドル ノブ を し っ の り 生 め て くだ さい 


本 拉 呈 を 期 に わた り ご 便 届 いた だ く た め 、 二 区 に お 手入れ を し て くだ さい 。 
本 半 お 入れ の 府 に は 、AC/DC ア タプ ター を コン セン ト か ら 状 いて くだ さい 。 


本 体 : 汚れ が 誠 ち な い 滞 、 中 人 を 葬 めで 技 き っ て くだ さい 
明示 メ ー タ ー : 齋 い た 和夫 5 か い 布 な ど で 拭き 取っ て くだ さい 


FREEYTRTTTTFSRSEPNSST' 


表示 メー ター の 機能 
この ーー は トレ ー= ン RS へ タル を 3=c で きす 


た お 手 各 ちり ス マー ト フ ェ ン な ど (に タウ ン ロ ー ド し た 用 アプ リ 半 する ごと が で きま 
9 中 し て か ら 区 に メー ター 所 が え る (オート パフ ー オ フ 環 が 付 いて いす | 


生生 8ーー マ 当 導 


CT に ーー 
Pr 
2 スッ プン 人 し ス ター 
の カウント 


@) ( 価 還 (NrX4) tm) 
DPPTPP 3 
ほか 


⑨(WW つう 
お を 示し ます 


④ (aya 
ac カロ リー に 
E 


還 じ 間 和 を し て も 信人 (人格 
人 に よっ て 拓 押 する の ロリ ー 
は いま 
示さ れる カロ リー は あく まで も 
な 上 と し て CES い | 


2 は 26 リッ ネン プー 
(の 2272 
⑥ Gy= デ を 
Fr 


KW の トレ ー ニ ング メニ ュー を 表示 
た 


PPEPPPTTTTT 


の 9 決定 を 行い ます 


[Cr rr20】 


方 フミ 「 示 メー ター 
の 送信 休 」 を 者 
SRA 


の 講和 人 カ や 、 志 の 
CTPTSONYN 


ターhahz ガ オタ シー) 


し は 
ユー ザー 年) に 
PT 


5 サス トッ プ し ます 


スマ ー ト フォ ン や タプ レッ ト 章 
2 を 還 く と CR で きま 


う 
スマ ー ト フォ ン や タブ レッ ト 系 
な どす る と と が で きま 

仙 の FDC5V/ 寺 大 10) 


トレ ON お RC いる は 
ありま せん 克 に な るり 、 軍 和 
上 SerotFt SR 
9 に え 大 りな データ 7 バックアップ を た 

2 て B い CC だ St 
UE 
する 旨 へ の 


を 人 え 6 才 方 は し な いで くだ きい 
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表示 メー ター の 操作 方 法 ( ユ ー ザ ー 登 録 ) 


LGSECrGETEICTTEE 
WWF、 リ セッ トタン 上 し 3 ち そま 


ZNTraTrTFTLE TL 


0 で 昌 さ か た 人 ロ オ ー ル リ を 9 ト ら し て 生れ る と クリ デ さ れ す 。 
ローU2 を 所 し た 新 で | ス ター トノ スト ラフ] ボタ ン 科す と マニ ュ デル モー ド で 


CO amaam emm 
Fm クン! を て し ます 


ゼップ タウ ンタ イル 2 押す ) ま た は 人 人 (|) を 所 し ます 


FR タン ! を し て を し = 


アッ タウン タイ りり を (sm) を 入力 し ます 


上 ER タ ン ! を し て 滞 し = 
ゆ ッ タッ ンタ イ W ん 2 を 宇和 (ke) を 入 カ し ます 


じい 有用 人 は 12OKg で チ 、 


トン! を 凶 し て 浴 し ます 。 


ペー ツレ ー ニ ンク メニ ュー の ペー ジ を 介さ い 。 


MANUAL マ ニュ アル モー ド | 
に フロ グラ ム @ 取 定 サ タ 、 日 に 財 和 す る モー ド で オー… ロ 1 ミーP12 ペ 


PTNEBe: 和 カテ メト 
用 の (レベ ル ) き 一人 商 で に だ か なじ の 間 を 行 し た ど で 導 し ます ーー…P16 へ | 


AT ウッ トコ ント ロー ルモード 
な (フト) 一 に 保つ ょ うに 。 ペ ダル 肌 生 くし 光 させ て くれ る モー ド で オー 


リナ ル ら プロ グラ ム ま ん で する ミー ド で オー……P19-Pen へ 
上 LRLCNー ト レー トコ ント ロー ルー ド 


JPXUNS:F ミ 3 
は いな の ランキ すす 


PRET で ET 


NH 電導 8ー ゅ ーy 光 前 


表示 メー ター の 操作 方 法 ( マ ニュ アル モー ド ) 


で アレ モー ドロ 2 する ーー 
12 ペ ー ジ コー ザー 時 人 |ー5 ま で を た 下手 で 導 て くだ さい 


(Re メニ ュー テキ 


革 ! タ ー ト スト っ フタ 2W す と その まま スタ ー ト し ます 、 


メイ ン が ウフ ロッ の 2 ウン タイ を 
し TTATOC 


amdayme 


PT 


タン ] き 半音 を ま 


ダレル 、 ト レー ニン グ キ で で まま で スミ 
キモ ー ド ゴ タ ン | を し て を に また で くだ さい 


1 ドン 1 を 糧 す た びに 。。「31 半 の 一. の EE 


iR し で いき 還 で アッ ブタ ウン ダイ PJ る な 、 キ のど 日 を 了 す る 理 が ざき ます 


を に す る それ OR 
か そし まい 人 で は あり また 
1 つ に きい る の か きい で し と う ・ 


ワッ テ タウ ンタ 7 
Se 


IGEETTT 
CE 


IVEHCTTPYFI 


| ト し に or eeeaummear 


表示 メー ター の 操作 方 法 ( マ ニュ アル モー ド ) 


タート ソス トッ プ 1 タン を し て 志和 し ま 、 cm ブタ 5 を YY 
イン 9「 ベ タル 有 は ES わせ で 、 0 1 | wccersff。 上 ーー リー 
km ご と に 直江 し て いる 列 が 動 し で いま ます EE 
時 則 を 皇 し て いる 上 W 合 に は 、 証し た 分 抽 し て 、 
RE き わせ て 流し て いる が 交 し て いき すす 


で "誠信 の ロリ ー」 寺 は 、 
ENCODE 


eee 


は ター ト / ス トッ フタ ン を し て を 上 し ます 
で Eu! 上 や の ロ リー19 昌 人 を いて い る: 取る と ラー 


『 


ニュ ーー 
ES 四 


ti が タ ン キ しく 3 すると 昌和 ヨ R。 旧 は 目 中 上 
TE OOTPT ICO 


PCET で EET 


表示 メー ター の 操作 方 法 ( プ ログ ラム モー ド ) 


2 ラード 22 ラロ グラ 7 し で する モー ド で 
9 ペー ジウ コー ツー 人 手 )5 ま で を っ た 人 ので 時 し てく だ さい 


NTEーPFK2】 き きす に 。 ター トス トラ フタ シキ 拉 す た 、 
マー コア ルモード で スタ ー ト し ます の で どく だ る い 。 トレ ー ニ ッ ク 


eteziwmrt、Kmzer。 


ロッ ブタ ウン タイ Yd を に フロ グラ 4(51ーP le) を し ます 。 
フロ グラム Ne フロ グラ ん の プロ 2 が 呈 h す 


CRP 財 拓 しぼ す 、 


時 ーー レレ 1 
し ES50 衣 り 


TIROTgD 思 ら っ て いき ます 
PhCN る で アッ プッ ンダ イヤ Ja 還 た 。 の を 補 する と と が で きま す 。 


SCIF 7 


る に テラ ーje 
EEEHISESS な 2 


TriMEommoawuss、 則 ダウン クィ 4 


TOIBTANGEjG 攻 で ブタ ウン タイ し 
人 ココ LO 


[CALONIESO 上 か 7 
mr 2 


NH 電導 8ー ゅ ー マ 当 前 


TPULSE 席 p 天 し ます 2 タ ィ mr 
諾 RT 


表示 メー ター の 操作 方 法 ( プ ログ ラム モー ド ) 


ター トス トッ フ Jf タ ン 計 し て 二 を 和 し ま 。 my アタ 2 ンタ 
EC タ ト RH レ SLE 
rre3 ナ 


で イイン ウパ ダル 人 人 」 示 は 生生 和 に 人 わせ て 、0. 
1 ご として いる 上 し て いき また 

を 定 し て いる 場合 に は 投 定 し な で 等 分 し て 、 
3 時に 人 ちせ て し て いる が 町 し て いき 


(mmwami 
で 「 加 と [ 和 / カ ロ リー) は 中 に の 
に りり ロ 


時 W ロ リ ーー 


『 


ター ト ソ スト ッ プ タン し て 宮 を 人 了 し ます 。 


で me. や [カロ ワー! 上 を し て いる 宇 に は 、 拓 し に する と 、 
アラ ーW 和 和 攻 了 し ま す 。 


1 い ャ ッ ト ! ロ タン を と 、 ト レー ニン グ メニ ュー 融和 に 
ます 。(P1e 上 へ) 


ウト Im タン を RWL(3 め ずる と Wi 画 p 


(に ます (P る 電 へ ) 


ErraenrEnrrorrrrraroarrrrs 
1= ペ ー ジ コー ザー 時 作 提 !-5 ま で を っ 秩 下 で 導い そく だ さい 


ピッ タウ ンタ イル J を し 。 トレ ー ニ ンク メニ ュー の FITNESS を 昌 所 し = 
紅 a な メニュ ー ビ 和 さか ま す 


(モー ドン! を さか に 、[ ス ター ビス トップ 1 タン を 和え と 、 
マー ュ アル モー ド で スタ ー ト し ます の で ご 吐く だ aU。 トー ニッ クッ ニ = 
ドン 1 者 と 、 へ 半 キ オー 
ニニ ーー ュー 
 ③ は ター トス トッ フ 1 K タ し て 軍馬 を 還 し ォ す <(18 人 虹 り の ウン ト タ ダウン が まり ます 。) 


eo トレ ー ニ ンク e 柱 する と 、F1F59 人 で 補筆 ベル を 
im* オ 。 


ウト J タ ン を 者 了 と 、 ト レー ニン グ メニ ュー に 
De す > の 1e へ) 


ウト Im タ ッ を し (3 する 中 
EDRYPEKOEELIN 


PCET で SET 


SW 電 攻 8ー ゅ ー マ 光 和 


表示 メー ター の 操作 方 法 (ワッ トコ ント ロー ルモード ) 
eoa-y_em mn areeeepste roymrwvrcew> 。 


の タン < トレ ー ニ ンク 
RG た メニ ュー は され ます 


HEーFN タ ン 1 を a さ チ に 、 スタ ー ト バスト ラフ! ボタン 
マニ ュ ア ルモード で スタ ー ト し ます の で どく だ さい 
トー ター 


上 に ワット 苦しま 


縛 W 本 ( 和 ) 


ほ ー ド 2 を 7 た UE 1 は WO 皮 3 の [ は っ カロ リー の だ (は HE の 
ーーー ramaptg5WWps で いま. 
呈し F い が 介 で ピッ ブタ ウン ダイ ヤル を 計 す と 、 miBO 時 人 を 有 する が で きま す 。 


PDEEIGEEIE rk 
人 EEREEEE 
EE は IE 


TIM し = 


TDISTANGelg ゲ な アタ 5 ンタ イヤ り を し 
PP LCCN 


表示 メー ター の 操作 方 法 (ワット コン トロ ー ル モー ド ) 


ター トス トッ フ 1 らし て 理生 し ま チ 。 Ke プ タジン タイ 9 
CG2 で AZ し 

イイン の 「 べ ダル 人 は に 合わ せ て 、0 1 | ッ い i キ m75r 

1 こい る 時 し て い きま 

上 を 証し て いる 人 は 、 記 し で 計 所 し て 、 

に 人 きち せ て し て いる 人 し て いき ます 


DHPUDEPYYSTESYTI 
が に のり 折り ます 


下層 … 肝 (ワット) が 手順 る で | 
人 定 さ れ た 之 和 (ワット) より 作 け れ ば | 
ペタル 負 本 レベ ル は 上 が っ て いき ます 。 


下 中 の 恒 計 (ワッ ト ) が 手順 2 で | 
され た 宣言 ( ワ ッ ト ) よ り け れ ば | 
ペタ ル 肌 各 レ ベル は 下がっ て いま す 。 


は ター トス トッ フ ボ タンキ 有 し て 者 了 ます 


で mW で 、[S 還 や [ロー 時 を 生じ て いる 旧 る に は 、 取 し た 時 に ずる と 
アラ ー ト 中 了 ます 


= ッ ト IfR タ ン を 0 と 、 ト レー ニシ メニ ュー 志 に 
(pig 5 ぐ ) 


pit タン を し (SB お る と 、 和 人 
(9) に りす 。(P1 る 1 へ) 


PCET で EVER 


NH 電 攻 8ー ゅ ーy 光 前 


表示 メー ター の 操作 方 法 (パー ソナ ルプ ログ ラム モー ド ) 
TIT 


アッ ブタ ウ ンタ イ PM を し ウメ ニ ュー の ep5PEReONALe 富 し ます 
(RS だ ス メニ コー され ます) 


EK タン | を さ * に 、( ス ター ストップ ) が タン 和え と 、 
マニ ュ ア ルモード で スタ ー ト し ます の で どき くだ さい 。 トレ ー ニ ッッ ァ ニ ュー 


ドン を す と 、 へ 導 ま す ー 


イン 電 り 1 旬 プロ e ク しま 
- ッ タラン タイ Ye 1 ペタ MKL を A カ しま 上 


キ 
FRR タン と な の 生ま 
店 2 の 5791CGETfDxy ザ PPPTET 


す 


THE まで ペダ 前 レ くし を 入 カ し て いき ます 。 
19 力 (\ー ド タン] を 理 す と 提 1 の 入村 に どり ます 。 


LLPZLHO7arcrr ロ エーSrTOrossssssssssll 


ER タン! を 糧 た | 4 区 」「4 一 (4 アロ (4 pa 
eiccdEteAxleeleE 


ご WSmtgp 還 bo て ue ます 
が し で いる で アッ プ ウン タイヤ) その 人 人 思 する と と が で きま す 。 


NEDNEEEEHEREYHtttDS 


YaCFT7T3 
1 


IIETANoElo 軸 が 
AU 


1CALORIESJOW が 
AWC 


表示 メー ター の 操作 方 法 (パー ソナ ルプ ログ ラム モー 


nn > プシ 947 


イン 務め | バダ は に 合 わき て 、 0 1 | 


9m ご RS 穫 し て いる 共生 し て いき ます 
うだ し て いる き 人 に まし た 光り し て 
間に合わ せ て 上 党 し て いる 史 な 人 和 し て い 


で ロリー に 
ET 


ド ) 


は ター ト / ス トッ プ 1 タ ン ャ し て 馬 を 人 了 し キテ ー 


で 4 で 、「 上 や 「i 民 [カロ リー」9 提 人 を 二 し て いる 富 に は 、 捉 し する と 、 
アラ ー1D 間 テレ ます 


ウト J ポ タン を す と 、 ト レー ニシ グ メニ ュー 束 還 に 
POEEAEETCSI 


> ト J ポ タン し (3 め 以 よう する 、 押 和 
(9 の) に 上 ます 。(P1 る へ \ 


PCET で EVER 


NH 電導 8ー ゅ ーy 当 前 


表示 メー ター の 操作 方 法 (ハート レー トコ ント ロー ルモード ) 


(RS メニ ュー 上 拓 さ ます) 


HEーRN タ ン を 須 さ テ に 、| ス ター ト / ス トップ ポタ ン を 時 す と 、 
アル モー ド で スタ ー ト し すり で で 当 和 くだ さい 


に し くべ ル [55] が し ます 
85 を ユー ザー で 入力 せれ たり 5 半 され た 
Di” に 入る 和 和 % 朱 し と いま すこ の と 内 
RETEETEHSTDHTDLESNY 


ピップ ・ タ 2 ンタ ィ ヤ 0J を 回 し ベル を 表し ます 。 


PP oe GSP eo ウ Fig 


nramam bcD12P9gN RB 


| の 遇 


SR2 ン を し 、 六 まし ます 。 ER クン] を し で し 、 
の ッ ア タ ウン タイ を し を 
の し = モーSf タ ン ] を し 
DA 


で WDW っ で いき ます 
PR し て いで アッ タウ ンタ イ fJ を 回 と 、 そ のり を 生 する と とか で きま す 。 
上 ERKREHSCET2ukmohtkzr em 


性 FRKERROERNDR9 
EEEEHUE は ERPEN 


(aw) 
し 2 二 是 。 
MOEOE 


TDIsTANoEg 人 が M アッ ブタ ウン タ ィ し 
ECS P TA 


1CALoRIESJOW が の タッ ッ タ ィ mi り を し 
Um 2D り AD ます 


HH 
上 [=ー ド >) と 、「4-1 本村 く Rb キ ナー 


表示 メー ター の 操作 方 法 (ハー トレ ー ト コン トロ ー ル モー ド ) 


ター トメ ト ッ フ 1 タンキ 提 し て 選 を し ます 1 い ー ト レー トロ ント ロー ルモード jet は 、 定 Pic アッ プ タ ッ ンド 
Mi を LC へ タ し AN レベル を する て と で きま ん 
ン 計ら [ バ ダル 同上 は に 合わ ゃ て 、0 1 
1 ご Pif し て い 和 9 条 し て いき ます 
= を 証し て いる 貞二 し べ 有 で 分 し て 、 
時 時間 に 合せ て 店 し て いる 多 析 和 し で いき ます 


で 上. と [性 カ ロ リ ー」 は 、 軍 や に の 
が RE のり 昌 もり ま チ 


wm の ロリー 


軍 了 中 の 治 的 が 手取 3 で 設定 され た | 
目 抽 よ り 低けれ ば 、 ペ ダル 負 和 
レベ ル は 1 彼 居 まつ 上 が っ て いき ます 。 


押 了 中 の 性 贅 が 、 手 央 3 で 鐘 定 され た 
目地 高けれ ぼ 、 心 家 示 が 
表示 に な り 、 ペ ダル 負 請 ベル は 


の 


ー 良 落 ず つ 下 が っ て いき まず 。 8 0 衣 


9 銀 和 レベ ル 1 ま で 下がっ て も 、 な お 設定 され た 目 遷 折 前 より 
大 央 が 研 く と 、 ア ラー ム が 呈 っ た 自重 約 に 調子 し ます 。 


ター トス トッ プ 1 ロ タン を し て を 上 イレ ます 


で 2 で 、「 員 や)、[ カ ロリー」 の 中 人 を 連 し て いる ドド 、 下 し た 所 に 半 す る と 、 ア ラー ム 2 が! 
HUG 


1 ウト! タン を 時 と 、 ト レー ニン グ メニ ュー 馬 に 
EET 


ウト JW タ ン キ 呈し (3 の 上) する 、 時 人 衝 拓 
9) に の (51 る 1 へ ) 


PCET で ENET 


S 電 導き ー ポ ーy 光 前 


表示 メー ター の 操作 方 法 (体力 評価 ) 


の : に よっ て 上 押し た 生か 、 下 時 了 困 どれ くら いい 用 の O 折 に づい た か (し た ち ) を 打 全 し ます 
で て いる 人 BN ちる で な に イミ どす るー 
PHTYWHHTTPTN CSCWWhoPRya mW アレ CPGpyiEWDOGNR* で atuEH ち = 


(は サ っ KW を 、|8 ア ラン を し を 
RS ンク k2226 き を 
で ORPu い な Ageg、1 の ペン を し て も しま せん 
TFTTYYNCHHTTSTPTTST 


2 お ツ ト タ ウ 時 人 、 メ イン に 1ーF61O が キー 


FI fe RR FM 還 Fe 
REmncus he 


so) クン 攻 と 、 ト レー ニン グ メ ニュー 現に 
ます 、(P18 へ) 


Do ト Im タ し (3 する 
(9) に り ます 、(P18 拓 1 へ ) 


表示 メー ター の 操作 方 法 (専用 アプ リ の 接続 ) 


eb で ジン ロ ー ド t、 人 っ て くだ さい 
に アフリ を タウ シ ロー ド し て いる アリ 0 アイ コン キタ ッ プ し すら 寺 くだ さい 


2 
5 の 4 マー トッ ジム タブ レッ ト 人 FW7 る で の 和 和 SE を と か で きす 還 


zooglc Ply 
で CN 


wesieeoamz 


QR コー ロー ター な t カ App stere、e 
92ENM 


1< Plny で TALIMCOFITESS WW」 AL て 


2 ユー ザー の 全 録 スマート フォ ン な どの 才 と か り ます 
Dc2ETGTENS3 


フリ タン を 靖 い に の 和 に し まお に チュ ラク な て [へ を タフ し また 
メー ジア ドレ スジ フー ドカ しま タ ン キ と イハ ア し た メー ル ア ドレ ス に メー ル な 上 き 


ンーPG い は 挫 ー ル ファ ルター に よっ て 人 を 人 され て いる 人 信 あ り ま | 
の 人 ik メー ルフ ォ ル 6 い 、4nen ppeuiettjp の 5 メー ル を 二 人 で きる よう を し て くだ SL 


ずい tyー ル 5 の URL を クリッ クチ る と 7 で ブリ ボタ ンク ッ プ し て 、 デ ブン し r く ISSt、 


WU コー ター iD ウード AZLT ロ グイ ン L て <ESt。 


IPNehc の へ XZ へ の データ ロア クス 委 れ ます です べ て の カテ ゴリ ー キ オン に 可 : を タ ラプ し て 
CEOS 
へ E2iPhens ら みり 間 で お ghene で は へ ルス デキ 放し な いと ア フリ 6 に WE 
EN 
の コー ザー プロ ファー の 2 し の りき ます の で いま ポン を タップ し て くだ さい 
RS チュー ザー 和 人 は 7 で すれ 


24 


PRET で ET 


NH 電導 8ー ゅ ー マ 光 前 


表示 メー ター の 操作 方 法 (専用 アプ リ の 接続) 


9 の を フロ クラ た Mt イク に し を wiessRetnwmm 


EZ ラ 4Vt イ クロ 人 を A れ る を 、 た メー タ ー の リモ ッ ト コ タン し は 
(の に し 


Wa SR) の た 
539 で は 才 で きま せ ん り で ご きく だ まい 


フリ マシン の を を 
CNHR の なれ 
フナ る ピアフ リ と 折れ 


= Ye ない WSW を タッ プ し そく だ S い | 
で CA され いる アプ リモ 人 73 お 合い の 2 スー ト フ ォ シ の 
Ceeih ON なっ て い 3 が 放し て お し くだ 3 


プッ NF を 5 い = か 
アプリ IF する に メ ー タ ー は の 1 うに TB に な リキ 


= CCerBT めす くに 3 に 正吉 Y か て いな いで 
HEYT が SH 


97 プ VM し た ス マー トラ ォ ン な どの 束 で 、 プ ログ ラル Vtf ク の な ど を 
に ED で FM を と か で きす 
awmioeefm 


アリ 失 が で き な い 単に は 以下 の 続行 っ て くだ さい 。 
うー アプ リロ 撤 1 の 手 呈 を ご 区 近く だ さい 
ご メ マー ト フ ォ ン 示 仙 の letoeth モ ー ド お オン に な っ で いま すり 2 
本 メー ター の 玉生 送 所 大) に な っ て いま すか ィ 
失 で きる の は 的 還 の と きだ け と な り ま す 。| 
合い の 示 外 で 、 胡 入 さ れ て いる 上 は あり ませ ん か 2 
革 で きる の は 1 台 だ たけ で すう 人 に は 所 で きま せん 。 


4 中 の アプ リ を 一 終了 させ 、 立 ちよ げ 二 し て か ら 、 江 人 に 当っ て 本 し て くだ さい 。 
共に 肌 び 攻 近 する 陣 に は 、 ア ブリ を 補 ち 上 げ 直 し て わら 爾 持て くだ さい 


※ 上 層 引 いた だ いて も 電 続 で き な い 二 に は 、 メ ニュ ー の 「 お 且 い 合わ せよ り 、 メ ー ル 
て 問い 合わ せく だ さい 
その 過 、 お 手 迷 で す が 所 の 品 番 と で 人 用 の 打 の 型式 も お 伝え くだ さい 。 


グリ ッ プ セン サー 使用 上 の 注意 
クリ ッ プ セ ン サ ー は 両手 で 握る 。 ハン ドル を 無理 に 回 まな い 


手 で は 測定 で きま せん 。 ハン ドル の 朋 度 を 恒 す る | 
Le HH 


平 が 潮 れ て いる と 、 正 し く 省 し ンド 有人 は 、 ハン 
ませ ん . タオ ル な ど で を 天 い て 。| ドル ノブ を し っ お り め 、 


か ら 測定 し て くだ さい 。 日 し ンド ル に ガタ つき が な いこ 
また 、 手 の が 臣 保 し す ざ て いる ン ゆ と を 記す 選 し て くだ さい 
計 に も 測定 し に くく な り ま ず 。 SN ーー ーーーーーーーー 


| 生 が 王 測定 で 示せ が 議 ラル アン ウード 、MWeoW を ける と HE 


he く euywige. ら OGMWCygky か | 和 人 を Wiw で きく と り ます . そ CE、A67DG ア 
GerONrsnDyfeg ブタ ー キ コン ャ ント 
を まく いて PHEC て くだ au Apc きき 、15EA っ 
クッ フシ ウード 2 
HRP NCP 
FR 人 

164 ュー ター 

は す 人 


きこ の メー ター は 、 攻 で は を り ま せん 。 メー ター 上 の 尼 は くま で 軍 O 上 と し て で 全く だ さい 。 
HIDE な で さ ひ い 電 合 は 、「P8 一 Pe 和 了 所 4.7・8」 の コー ド の 拓 を も 3 一矢 く だ さい 


故障 か な ? と 思う 前 に igomm を swm<s ぃ 


宣 区 デ ェ ッ ク 箇 所 


で ター が TUztー ロ Ac7Dc ア タプ ター を コン セン ト に し っ か り と 党 DA ま れ て いま すか 7 
GAC/DC ア ダ プター の コー ドブ ラグ を 本 人 に し っ か り と 佐 し 込ま れ て いま す お | 
9PgーP9 組立 順 4・ ワ ・8」 の 各 コ ー ド の 投 本 を も う 一 ご 浸 く だ さい 。 


CH 琴 が で き な い > 〇 Po 上 7」 の グリ ッ プ セ ン サ ー コ ー ド と メー ター 忘 の ジャッ ク 抽 を ご 当 く だ さい 。 
居れ る ご ページ 上 の (グリ ッ プン サー 使 上 の 注意 ! を で 稼 く だ さい 


9 メー ジー な い ローP9 竹本 4・7・8」 の 名 コ ー ド の 本 を も う 一 放 ご 大 くだ さい 、 


で ロリ の 上 介 が の P12「 才 メー ター の 押 人 方 法 (ユー ザー)」 折 5 の 基 日 が 正しく 入力 され て 
し < 吉 しない いそ か くだ さい 。 


“0L あ スム ー ズ | に ペダ ル を 方向 に 回 析 さ せ て みて くだ さい 。 
な い の 七 ペ ル ト に ずれ が 生じ た 人 症 生 させ る て と に よっ て 補正 され ます ) 


で べり 大 が ご 石 の ペタ レ 選定 が 夢 ん で いま せん か 2 
3 P7 「 央 2J の ペダル 還 定 メル ト を 胡 義 し っ か り と 上 で し 締め し て くだ さい 、 


アリ で SL い ご 〇 P 5 の 注 基 を で 人 くだ さい 


二 チェ ッ ク を 行っ て も 直ら な い 細 合 、 ま た は その 他 の 所 な 先生 し た 電 合 に は 、 お 手 邊 で す が 算 社 カズ タ マー サー ビス 朗 ま で 
大 ま た は FAX で その 炎 を 伝え て くだ さい . その 際 、 上 以外 の 芝 ポ イン ト を 請 さ せ て いた だ く 場合 が あり ます が 
ご 失い し ます 
WP は カスタマー サー ビス 尋 軸 可 0120-30-4515 

VIED PtpO し.PM1a00ーPMILOG 欠け - 昌 お 日 を ほ く ) ま で 


届 ぶ 振っ 
IE KTNEEN3 


其 机 玉生 導 お ー※ー 当 上 


表示 メー ター の 操作 方 法 早見 表 
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PTTTTT1 


5 の カラダ は 、20 上 生ま ビー ク に し て と と も に 表 え は じ め ま す が 、30 代 、49 代 の 邊 き ざか リ に 入る と 、 民 や 
で の 貞 任 か ら メ トレ スズ も 講 な り 、 心 の 苦 え は 避 各 され る 一 方 で し か い 登 且 か ら 、 カ ラダ を 私 か し て 、 度 な を 
け て いれ ば 、 カ ラダ の え は ゆる や の な も の と な り 、 澤 了 を する 人 と し な い 人 で は 、 格 所 の が 出 てく る も の で す 。 

日 を で 通す た め に も 、 二 は な く で は な ら な いも の な の で チ 


| 


Ezzz3 
しい 法人 
NO 
人 か する 
FPWOWTN 
PENN 

よら つき が ある 
og 


Eco テー ミン タ ァ ッ テ コイン ェ タテ タイ ズ Zzz22 
ETS] EET EDYSET OX トレ ッ チ 人 
の 証 針 侍 基 23080 分 
9 え ト レッ チ 人 | 共 カ トレ ー ニ ング 9 マ ッ サー タ 


ミト レー ニン グ 剛 は 、 ス トレ ッ チ 人 や 有松 和 、 衝 カレ 
メイ ン エ クサ サイ ズ は 、 目 的 に 合わ せ た 時 間 、 負 大 で トレ 
【 避 馬 の 和 1 

の パラ ンス の と か だ 価 カ づく り を し まし ょ う . は 類 し な いと 、 そ れ ま で 符 ら れ た トレ ー ニ ング 後々 に 失 し お す 。 
上 和やか 大 屋 な ど を 宮 し て 行い まし ょ う 半 還 を か け て 肌 大 は ひし ずっ ニ ザ で 行い を しょ う 


ニー ンク を パラ ンス = くい ます 。 
ンク を 行い ます 


スト レッ チ 仙人 上 1O 条 を 訓 め る . 〇 ケガ や 同志.O 穫 を 保 湊 し て 、 導 9 暫 。 つ リラ ゼー ショ ン 人 上 


| :『 ら 9 較 ぉ 関 st 関 = = 関 *p | 


し 


| <5 は S 関 pg 関 お し り 関 LtE 関 も th | 


ee 


「 ス トレ ッ チ 休場 の 】 
の 技 を し て カ い っ (ばい に カラ ダダ 和 全 ば し た り 、 志 み を 義 じ る と ころ で 枯 ば さ な い で くだ さい 
OX トレ ッ チ の は 、 を 上 深 果 を し な が ら 、 リ ラッ クス し て 行い まし ょ う 。 

の 攻 了 和 使 わ 、 ゆ っ くり と 大 内 和 を ば し 、 居 ば し て いる 知 を 詩 し な が ら 行い まし ょ う 。 


EER 


29 


大 束 トレ ー ニ ング 
陣 反 は 、 四 所 を エネ ルギー と し て 運動 を 行う の て 、 洒 に 大 所 が 舞 久 で き 、 泊 に 号 辻 な エク ササ イズ で す - を た 、 
時 6 馬 す る と と も で きる の て 、 拉 久 力 波 や 簡 化 に も 役立ち ます 本 を 全 用 する と と で 、 自 宅 で も 人 に 各 
肖 也 が 行え ます の で 、 本 上 を に 人 用 し て 、 示 紅 た カラ ダ を に 入れ し ょ う 。 

隊 末 トレ ー ニ ング の 人 果 
の 身 和 に 拉 の な い 電 拓 を ちえ る 。 記 の 抽 が 多く 、 地 を 務 防 す る 。 
入力 が 埋 し 、 ス タ ミ ナ の ある 件 力 を つく る 生生 才 の や に 和 有効 


「 到 から みた 光度 の (の 新 的 」 か 表す る 。 
上 に を う に は に 半 し た で きす る で と か 評 で ナ - 下 「 和 か ら か 人 た 語 の ( 
は 大 肖 の 所) を 上 角 に し て いま ます 「 上 の 人 大 の 人 人 に つい て お ) か 二 
合い ター ゲッ ト ツー ン (30 を しく だ きい: えな 的 で おれ ば 、 昌 計り 3 0 9 % が 
ター ケッ ト ツ ー ン に な り ます ター ケッ ト ソ ー ン より や 引合 1 は 、 語 光生 ) を あけ 、 に 6 汐 レ ベ ル が | 
赤い は は (作り を 長 と し て くだ まい し. あら ひじ め 記さ れ て いる 下 は 、 全 カレ ベル や 
人 名 人 に より (は 基 り ます ので 、 ち くま で る 「 和 の 」 と し て 人 月 し て くだ さい 
[か ら みた の や 上 (人 の) の 大 6 前 り W 和 に っ いて 1 
加 国 国 国 国 | に モー 
IEEEIEEIEI3: FPPFTT 紳 7 の FTT1 
EEEE33E3E seeo% IT 
6<7ox | ear 


ES (econ / 入 
加 ii 3 が 
PEPPYI コ El 閲 ICAO \ 


3 写 の 心 導 か ら 軍 を 科す る 。 
直り 「D 和 か ら み た 和 の 時 上 は 、 年 ソ を 記 と し て 邊 本 の 者 を 外出 し て いま す - そ の た か 、 信 人 の レベ 
ル に よっ て は 、 二 短 す る と 「 さ つく 訂 じ た り 」、「 才 に 楽 だ 」 と いう て と が あり ます 、 よ り 邊 の 目 的 に 半 し た 前 中 の 目標 
は 、 下 の 時 下 式 に よっ て ご 上 の 生 の ら 宙 区 か ら 光 出 で き ます 


(220- 生 計時 数 x GS (各地 80) + 安 時 心拍 負 = 運動 の 目標 拓 
EEEBSYIHHREETPHTTTPRRYTIRYP 
滞 カ トレ ー ニ ング 
(本 カ トレ ー ニ ング ー ポ ティ ピル 』 と いう イメ ー ジ が また 提 江 いよ う で す が 、 昌 で の 肖 生 が 攻 て いる 光 人 人 だ 


3 こそ 、「 放 カト レー ニン グ ケ 」 な 必要 な の で す 胡 は 用 著 の よら な も の で 、 全 も し な けれ ば 年 江 っ て いき 、 や が て な 
ング を 宝生 っ て 、 衣 (を 生え る こと ) を 沿 や 必要 が ある の で 


『 肖 ) を 兄 つ け て く ES い 、 


寺 衝 の 基 琴 お よび 貼 上 。 る 計 や プロ ボー ショ ン を 茸 える 
人 を め 、 和 な 衝 え や すい 体 を つく る で 訂 誠 ・ 衣 こ リ な どの 叶 お よど 也 。 


5 トレ ー ニ ング の 目的 に 広 じ て 名 定 し まし ょ う 。 。 @ は 下らない よう に し まし ょ う 。 
分 な ウォ ー ミ ング ア ッ プ を 行い まし ょ う 、 トレ ー ニ ング し て いる 店 を 有 隊 し まし ょ う 。 
トレ ー ニ シグ の 競作 フォ ー ム は 下 了 に 行い まし ょ う 。 


素 放出 来店 カ トレ ー ニ ング 

自分 の 生計 用 し た 昌利 語 や スク ワッ ト 、 立 て (プッ シュ アッ プ ) な ど 、 

9 ダン ベル や り スト アン クル ウェ イト (人) など を 利用 し た ウエ イト トレ ー ニ ング 

すす ヨム テ ュ ー ブ の 球 カ を 利用 し た エク ササ イズ 

大 カト レー ニン グ の 方 法 は 牙 く り 、 天 旗 す る 人 の 目的 に あっ た 方 ※ で 、 革 し く 、 皇 を ず 、 そ し て に 軍 和 を する 
こと が 大 で すり 、 后 カト レー ニン グ を り 入れ て 、「 功 ね な い カラ ダ 」、「 ヨ 生ま っ た カラ ダ 」 を 作り まし 』 う 。 
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上 仁科 


所 胡 (重量 ) : 的 23.5kg 主 な 材質: 

同人 2 
適応 身 長 : 約 150180cm 
室 ル イー コ 析 会社 「[ 和 穫 or。 | 開 5 
フィ ッ ト ネ ス 事 業 部 カス タマ ー サ ービス 課 | Emaii fcyywuneaincercojp 
フリ ー ダ イヤ ル 【 倫 仙 0120 一 30 一 4515 | 上 答 に 陸 を 計 す る 電 合 び ど ざい | 
虹 人 AM1G0<PHNMC99 人 LPN1ZO0 っ PT00 り を | ます . 予 めど 了承 くだ さい 。 


生やし た 人 、 ミ プ け 本 衣 26 部 か な 7 と 記 う 人 を ご 訂 EST、 
Mn FNUEMWW 


